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謹
賀
新
年輝

か
し

い
新
年
を

お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
暮
れ
の
第
四
回
定
例
道

議
会
で
の
最
大
の
課
題
は
、
カ

ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
の
申
請
準
備

の
判
断
で
し
た
。
こ
の
中
で
鈴

木
知
事
は
、「
限
ら
れ
た
期
間
の

中
で
、
環
境
へ
の
適
切
な
配
慮

を
行
う
こ
と
は
不
可
能
」
と
、
来

年
７
月
ま
で
の
申
請
が
間
に
合

わ
な
い
と
し
て
、
誘
致
申
請
を

断
念
し
ま
し
た
。

一
方
で
、「
北
海
道
に
と
っ
て

Ｉ
Ｒ
は
、
経
済
・
社
会
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
持
続
的

な
発
展
に
寄
与
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
き
た
る
べ
き
時
に
挑
戦

で
き
る
よ
う
、
所
要
の
準
備
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
」
と

発
言
。
今
後
の
誘
致
の
可
能
性

を
示
唆
し
た
の
で
す
。

鈴
木
知
事
の
ど
っ
ち
つ
か
ず

の
判
断
に
は
、
反
対
派
ば
か
り

で
な
く
推
進
派
か
ら
も
〝
真
意

が
理
解
で
き
な
い
〟
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

幌
延
は

延
長
認
め
る

今
議
会
で
の
も
う
一
つ
の
課

題
で
あ
っ
た
、
幌
延
深
地
層
研

究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
期
間
の
延

長
問
題
に
つ
い
て
鈴
木
知
事
は
、

「➀

放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち
込

ま
な
い
こ
と
な
ど
を
明
記
し
た

原
子
力
研
究
開
発
機
構
と
北
海

道
、
幌
延
町
に
よ
る
３
者
協
定

に
反
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
、

②
延
長
期
間
を
９
年
間
と
確
認

し
た
、
③
最
終
処
分
場
と
し
な

い
こ
と
や
終
了
後
の
埋
め
戻
し

を
計
画
案
に
書
き
加
え
た
」
こ

と
を
理
由
に
、
９
年
間
の
延
長

を
求
め
る
判
断
を
し
ま
し
た
。

無
責
任
と

批
判
の

声

議
会
で
の
や
り
取
り
で
は
、

「
９
年
後
に
再
延
長
の
申
し
出

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

問
い
に
対
し
、「
再
延
長
は
認
め

な
い
」
と
口
頭
で
答
弁
し
た
も

の
の
、
そ
の
時
の
知
事
が
誰
な

の
か
も
わ
か
ら
ず
、
空
手
形
の

発
言
に
『
無
責
任
』
と
の
声
が
出

て
い
ま
す
。

住
民
の

声
は

無
視

今
回
も
地
方
の
声
が
無
視
さ

れ
ま
し
た
。
カ
ジ
ノ
に
つ
い
て

も
各
地
域
か
ら
強
い
反
対
の
声

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

知
事
の
判
断
基
準
は
環
境
調
査

な
ど
で
、
期
日
ま
で
に
間
に
合

わ
な
い
の
で
誘
致
を
断
念
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
幌
延

問
題
に
つ
い
て
は
、
道
民
の
声

の
ほ
と
ん
ど
が
延
長
反
対
で
あ

っ
た
も
の
の
、
９
年
間
の
延
長

を
認
め
た
の
で
す
。

自
然
と

食
を

活
か
し
て

北
海
道
の
最
大
の
魅
力
は
、

雄
大
で
四
季
折
々
な
自
然
と
美

味
し
い
食
で
す
。
こ
の
自
然
と

食
を
活
か
し
た
観
光
政
策
や
地

域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
こ
と
が

何
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
に
カ
ジ
ノ
は
い
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
原
子
力
発
電
所

か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
研
究
や
処
分

地
は
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
だ
か
ら
で
き
る
お
も

て
な
し
は
き
っ
と
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
の
お
も
て
な
し
を
信
じ

て
頑
張
る
決
意
で
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

カジノ誘致、断念
しかし、「誘致の挑戦は続ける」と知事の混迷！
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64
億
７
千
万
円
を
補
正

知
事
が
提
案
し
た
補
正
予
算

案
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

を
合
計
し
、
６
４
億
７
７
０
０

万
円
を
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
と
し

て
は
、
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

昨
年
の
胆
振
東
部
地
震
、
今
年

の
台
風
８
号
及
び
10
号
な
ど
で

被
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧
工

事
費
な
ど
で
１
４
億
６
９
０
０

万
円
を
計
上
。
さ
ら
に
今
年
の

台
風
19
号
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
宮
城
県
丸
森
町
へ
の
応
援

経
費
と
し
て
、
道
職
員
の
派
遣

や
コ
ン
テ
ナ
型
ト
イ
レ
の
設
置

な
ど
に
３
８
０
０
万
円
。
ま
た
、

地
方
競
馬
特
別
会
計
補
正
予
算

案
も
提
出
さ
れ
、
門
別
競
馬
場

の
施
設
等
整
備
及
び
情
報
シ
ス

テ
ム
の
改
修
費
な
ど
１
億
５
８

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ジ
ノ
見
送
り
、
が
…

カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
に
つ
い

て
知
事
は
、
来
年
７
月
ま
で
の

国
へ
の
認
定
申
請
を
断
念
す
る

方
針
を
表
明
す
る
一
方
で
、
引

き
続
き
誘
致
を
検
討
す
る
考
え

を
示
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
道

民
の
意
向
把
握
が
十
分
で
な
く

懸
念
さ
れ
る
様
々
な
課
題
へ
の

対
策
が
不
明
瞭
な
こ
と
か
ら
、

誘
致
の
是
非
す
ら
判
断
で
き
る

状
況
に
は
な
い
と
強
調
し
ま
し

た
。影

響
大
き
い
日
米
協
定

日
米
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
、

安
倍
首
相
は
「
両
国
に
利
益
を

も
た
ら
す
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」
の

合
意
と
評
価
し
て
い
ま
す
が
、

本
道
に
と
っ
て
は
ル
ー
ズ
ウ
イ

ン
（
相
手
の
勝
ち
）
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
結
果
に
対
し
鈴
木
知
事

は
、「
〝
守
り
〟
〝
攻
め
〟
の
施

策
を
展
開
す
る
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
需
要
の
拡
大
や
輸
出
拡

大
の
進
展
、
生
産
量
の
維
持
の

た
め
の
取
り
組
み
強
化
が
必
要

と
質
し
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
経

営
を
は
じ
め
と
す
る
小
規
模
農

家
へ
の
支
援
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

混
乱
し
た
教
育
現
場

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
試
験
の
格
差
解
消
と

公
平
性
・
公
正
性
の
担
保
が
で

き
る
ま
で
中
止
を
求
め
る
べ
き

と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
教
職
員
の
変
形
労
働
時

間
制
に
つ
い
て
道
教
委
は
、
改

正
さ
れ
た
教
職
員
給
与
特
別
措

置
法
（
給
特
法
）
で
は
長
時
間
労

働
は
改
善
さ
れ
ず
、
長
期
に
わ

た
る
長
時
間
勤
務
を
容
認
す
る

過
労
死
促
進
の
制
度
と
な
る
危

惧
が
あ
る
こ
と
を
全
く
認
識
し

て
い
ま
せ
ん
。
教
育
長
は
、「
国

会
で
の
審
議
動
向
を
見
極
め
職

場
環
境
の
整
備
に
努
め
る
」
と

の
答
弁
に
と
ど
ま
り
、
事
態
の

深
刻
さ
を
重
く
受
け
止
め
て
い

な
い
認
識
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

見
え
な
い
鉄
路
維
持

ま
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
路
線
維
持

問
題
に
つ
い
て
は
、
年
内
に
道

の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
を
ま
と

め
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
素
案

は
抽
象
的
で
、
国
に
対
し
具
体

的
に
何
を
求
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
全
く
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

私
は
、
鉄
路
が
北
海
道
経
済

を
支
え
て
き
た
こ
と
を
再
認
識

し
、
鉄
路
の
存
続
を
求
め
続
け

る
決
意
で
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
私
立
専
修
学
校
等
に
お
け
る

専
門
的
職
業
人
材
の
育
成
機
能

の
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書
◆

将
来
に
わ
た
り
安
全
・
安
心
な

医
療
制
度
の
提
供
を
求
め
る
意

見
書
◆
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

に
関
す
る
意
見
書
◆
授
業
料
減

免
制
度
の
現
行
水
準
を
維
持
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
◆
日

米
貿
易
協
定
に
関
す
る
意
見
書

第
４
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
26
日
～
12
月
12
日
）

環
境
生
活
委
員
会
に
お
い
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
・
競
歩
競

技
の
運
営
や
合
宿
誘
致
な
ど
を
質
問
。（

月
６
日
）

第４回定例会で可決された補正予算
単位：千円

一般会計 特別会計 合 計

当初予算額 2,870,964,261 1,145,925,100 4,016,889,361

今回補正額 6,169,381 308,254 6,477,635

合 計 2,877,133,642 1,146,233,354 4,023,366,996
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
10
月
～
12
月
）

↑
連
合
北
海
道
上
川
地
協
総
会
で

あ
い
さ
つ
（
12
月
７
日
）

士別市立多寄中学校閉校式典（11 月 23 日）

沖縄県議会新里議長と意見交換（11 月 21 日） 沖縄県の辺野古新基地予定地を視察（11 月 20 日）

監査委員として工事現場を調査（10 月 11 日）

温根別地区敬老会であいさつ（11 月 8 日）士別地区保護司会創立 65 周年式典（11 月 13 日）

幌延深地層研究センター延長反対陳情（11 月 27 日）

さっぽろ市士別ふるさと会（10 月 26 日）

↓
名
寄
駐
屯
地
年
末
行
事
で
の
餅

つ
き
（
12
月
16
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
10
月
～
12
月
分
）

◆
10
月
13
日
【
創
成
自
治
会
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
】
▼
私
の
住

む
創
成
自
治
会
の
親
睦
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
交
流
会
に
出
席
。
今
日

の
参
加
者
は
、
男
性
12
名
、
女

性
６
名
の
合
計
18
名
で
18
ホ

ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。
今
日
は
最

高
の
芝
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
も

あ
り
、
イ
ン
・
ア
ウ
ト
と
も
28

打
の
56
打
で
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
す

る
こ
と
が
で
き
、
４
位
に
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
ー
ル

ア
ウ
ト
後
は
、
会
館
で
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
交
流
会
。
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
や
地
域
の
話
題
な
ど
で
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
10
月
19
日
【
木
育
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
】
▼
北
海
道
木
育
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
９
「
第
70
回
北
海

道
植
樹
祭
・
育
樹
祭
」
に
参
加
し

て
き
た
。
今
年
の
木
育
フ
ェ
ス

タ
は
、
来
年
の
全
国
育
樹
祭
が

苫
小
牧
市
の
苫
東
・
和
み
の
森

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
だ
▼
今
日

は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
が
降
る

お
天
気
で
あ
っ
た
が
、
緑
の
少

年
団
を
は
じ
め
近
隣
地
域
か
ら

約
８
０
０
名
が
参
加
し
、
記
念

植
樹
と
育
樹
の
枝
打
ち
作
業
を

行
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
11
月
２
日
【
富
良
野
市
労
連
・

退
職
者
会-

定
期
総
会
】
▼
富
良

野
市
労
連
・
退
職
者
会
（
小
沼
清

会
長
）
の
「
第
31
回
定
期
総
会
」

に
出
席
。
道
議
会
に
お
け
る
喫

煙
所
問
題
や
先
の
定
例
会
に
お

け
る
憲
法
意
見
書
に
つ
い
て
道

政
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
退
職
者
会
の
役
員
改
選

で
は
、
長
年
会
長
を
務
め
ら
れ

た
小
沼
さ
ん
に
代
わ
り
、
佐
々

木
雅
夫
さ
ん
が
新
会
長
に
選
出

さ
れ
た
。

◆
11
月
３
日
【
富
良
野
市
功
労-

表
彰
式
】
▼
令
和
元
年
度
富
良
野

市
功
労
者
・
貢
献
者
表
彰
式
に

参
列
し
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
▼
今
年
の
受
賞
者
は
、

自
治
功
労
と
し
て
岡
野
孝
則
様

（
元
富
良
野
市
議
会
議
員
）、
保

険
医
療
功
労
と
し
て
渡
部
秀
雄

様
（
渡
部
医
院
院
長
）
が
受
賞
。

ま
た
貢
献
表
彰
と
し
て
浅
田
正

俊
様
が
表
彰
さ
れ
た
。

◆
12
月
１
日【
北
方
領
土
返
還
ア

ピ
ー
ル
行
進
】
▼
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
は
、
１
９
４
５
年
12

月
１
日
、
当
時
の
安
藤
石
典
根

室
町
長
が
連
合
国
最
高
司
令
官

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
対
し
、

北
方
領
土
の
返
還
を
求
め
る
陳

情
書
を
提
出
し
た
歴
史
的
経
緯

に
ち
な
み
、
こ
の
日
を
「
北
方
領

土
返
還
運
動
の
は
じ
ま
り
の
日
」

と
位
置
付
け
て
い
る
▼
今
日
の

行
動
に
も
全
国
各
地
か
ら
約
５

０
０
名
が
東
京
都
の
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
に
結
集
し
、
そ
こ
か

ら
銀
座
ま
で
行
進
し
、「
北
方
領

土
（
し
ま
）
を
返
せ
！
」
な
ど
と
、

早
期
返
還
を
訴
え
た
と
こ
ろ
だ
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u

c
h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
安
倍
晋
三
政
権
は
、
第
２
次

政
権
発
足
か
ら
８
年
目
に
突
入

し
、
在
任
期
間
の
史
上
最
長
記

録
を
更
新
し
続
け
て
い
る
▼
こ

の
間
、
森
友
学
園
、
加
計
学
園
、

自
衛
隊
日
報
や
勤
労
統
計
デ
ー

タ
の
改
ざ
ん
な
ど
の
問
題
が
勃

発
。
最
近
で
は
、
桜
を
見
る
会

の
私
物
化
な
ど
、
税
金
の
使
い

方
が
お
か
し
い
▼
私
は
以
前
デ

ン
マ
ー
ク
を
視
察
し
た
。
デ
ン

マ
ー
ク
の
税
金
は
高
い
。
し
か

し
福
祉
が
充
実
し
、
支
払
っ
た

税
金
が
自
分
に
戻
る
と
理
解
し

て
い
る
か
ら
納
得
し
て
税
金
を

払
う
。
そ
し
て
税
金
（
政
治
）

へ
の
監
視
が
強
い
▼
昨
年
10

月
か
ら
消
費
税
が
増
税
さ
れ

た
。
私
た
ち
は
も
っ
と
税
金
（
政

治
）
に
強
い
関
心
を
持
つ
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。（
ゆ
う
こ
う
）

久しぶりのパークゴルフを楽しむ

木育フェスタ 2019で記念植樹

富良野市労連・退職者会定期総会

北方領土の早期返還を求めアピール行進

富良野市功労表彰式で記念撮影


